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連合会名 東北　ブロック 秋田　県連

出席単会名

出席者数

秋田

大館

能代

横手

湯沢

名　　＋NWオブザーバー

秋田、大館、能代、横手、湯沢、大曲

・７月末まで事業を停止
・飲食店の状況確認、情報共有と発信を行う
・YEGモールの活用を促す
・You Tubeチャンネルの活用
・6月下旬に市長との懇談会で要望書を提出予定
・アフターコロナに向けてどう取り組むかをこれから検討

・６月まで役員会や事業はすべて中止
・先取りチケットを検討したが、諸事情で中止に
・テイクアウト情報をFacebookで発信
・6月11日に三役会議を開き、今後どうするか検討予定
・6月末には役員会を開催し事業を再開していく
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・親会の飲食店応援CFに協力
・会員からの声をあげやすくし、それを支援
・８月に臨時総会を開催して事業再開予定
　　→　そのために６月から理事会を再開
・今後も飲食店などの支援（ポイントラリーなど）を検討
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現在の状況・取組み

・各種会合開催のガイドラインを作成
・三役会、役員会、例会はZOOMを利用して開催予定
・祭りなどは中止となったため、YEGの出店事業も中止
・飲食店支援のふんばるべ横手プロジェクトを実施
・「さきめし」「ごちめし」のアプリを利用促進
・テイクアウト情報をWEBで発信
・親会とYEGで別々に動いていたが、今後は調整していく
・参加できない人のモチベーションの上げ方が難しい

・4月総会は書面決議で、5月の会員交流は中止
　　→　7月には会員交流のためのBBQなどを検討中
・飲食店応援（先払いチケット）は親会と協力して実施
・6月3日にZOOMの講師定例会を開催
　　→　飲食店向けにコロナ対策認証ステッカーを検討
・祭りなどが中止となったため、別事業を検討中
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米良会長、全国の
単会会長と共有したい

問題、悩みなど

コロナ禍における
貴単会の

現在の状況・取組み

会員には行動すべきという人と参加しない人がおり、その中
で会としてスタンスをどう取るかが難しい。どうアプローチ
していくべきか
↓
米良会長回答
YEGとして一番大切なことは医療崩壊を起こさせないこと
7月22日の会長会議（東京）は開催し、少しでも良い方向へ
向くようにしていきたい。しかし、ウィズコロナには自分が
コロナに感染するかもしれないという覚悟も必要。そのうえ
で会う価値を伝えて訴えていく必要がある

白河市のブロック大会について、先日、参加意向の人数確認
調査をお願いした。
白河YEGとしても実際どのように開催するか悩んでおり、現
時点でどのくらい参加意向があるのか知りたい。この状況で
参加が難しい会員も多いと思うが、ぜひとも前向きな会員登
録をお願いしたい。

・6月末までは事業停止し、委員会や理事会はZOOMで開催
・防災ラジオ「FMはなび」は5月は休止だが、6月に再開
・会員の応援、地域の応援、広報の応援の3つを取り組む
・6月末に理事会があり、委員会も徐々に活動再開
・JCや市と協力し、エール飯を立ち上げた
・飲食店以外の状況がまだ十分に把握しきれていない
　　→　委員会を通して情報収集していく予定
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・県連で支援活動はしていない
・単会ごとに地域にあった動きをしてもらっている

秋田県外のコロナ対策における先進的な取組を知りたい
↓
米良会長回答
面白いと思ったのは青森県で学生のためのCFを実施
山口県連では”回復期間”を設けて事業を徐々に再開
他は、日本YEGのHP 翔生で案内するので見てほしい

全国大会について

・全国大会の視察について
　　視察が10月に延期になり、今後のスケジュールを検討
　　視察の開催においてもどのような規模にするか検討中
・全国大会の開催へ向けての準備
　　コロナにより若干遅れが出ているのは事実
　　秋田県内の文化歴史を学び直し、全国大会で披露したい
　　コロナにより、地元の宝物を学び、磨く時間ができた

全国大会に向けて地元を見直すのは非常に良い機会。
大曲の東北ブロック大会で花火の演出をしたのが良い例。

大会当日までに外的要因によるモチベーションの波がある。
波が来て盛り上がったときには、随時、当初の想いを振り返
りながらモチベーションの波を大事にしてほしい。



会長

単会が地域経済の原動力となるため、単会の盛り上がりが重
要。それでも難しい場合に県連、ブロック、日本と手を取り
合って動いていきたい。そのために日本YEGは情報を共有
し、地域を盛り上げるバックアップをする。
みんなそれぞれ状況が異なるので、声をかけて寄り添うこと
が大切。
今回の懇談は、次にあうための助走として、話しきれなかっ
たことは次回会ったときにお願いしたい。
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